


は
じ
め
に

こ
の
冊
子
と

御
朱
印
帳
を
準
備
す
る
︒

参
拝
日
を
こ
の
冊
子
に
記
録
し
︑

希
望
者
は
御
朱
印
を
い
た
だ
く
︒

33
社
全
て
の

参
拝
を
完
了
す
る
︒

裏
表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
観
光
協
会

を
訪
問
し﹁
神
た
び
満
願
証
明
書
﹂を

発
行
し
て
い
た
だ
く
︒

希
望
者
は
左
記
の
神
社
で

満
願
記
念
の
御
祓
を

し
て
い
た
だ
く
︒

※

予
約
が
必
要
で
す
。

　

初
穂
料
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

御
朱
印
を
い
た
だ
け
る
神
社
は

10
ペ
ー
ジ
か
ら
の

神
社
紹
介
に
右
の
御
朱
印

マ
ー
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

参
拝
日
は
各
神
社
に
あ
る

下
の
よ
う
な
記
入
ス
ペ
ー
ス
に

書
き
込
み
ま
す
。

御
朱
印
を
い
た
だ
く
前
に

参
拝
す
る
︒

こ
の
幸
せ
満
願
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
し
た
あ
な
た

﹁
神
武
天
皇
の
ふ
る
さ
と
﹂を
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か

宮
崎
県
は﹁
神
話
の
ふ
る
さ
と
﹂で
す
︒

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
天
孫
降
臨
や

天
皇
家
の
初
代
神
武
天
皇
が
お
生
ま
れ
︑

お
育
ち
に
な
っ
た
貴
重
な
聖
地
で
す
︒

県
内
に
は
神
話︵
高
天
原
神
話・出
雲
神
話・日
向
神
話
︶に

登
場
す
る
神
々
を
祀
る
神
社
が
数
多
く
あ
り
︑

い
に
し
え
か
ら
人
々
の
祈
り
の
場
と
し
て

畏
敬
の
念
を
持
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
︒

こ
の
た
び
宮
崎
県
北
に
鎮
座
す
る
神
社
の
中
か
ら

﹁
日
向
神
話
﹂に
登
場
す
る
神
々
や

神
武
天
皇
ゆ
か
り
の
神
社
三
十
三
社
を
巡
る

﹁
満
願
神
た
び
﹂を
案
内
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
︒

是
非
︑あ
な
た
の
思
い
や
︑

わ
た
し
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に

神
々
と
語
る
神
話
の
世
界
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

き
っと
︑あ
な
た
も
わ
た
し
も

新
し
い
世
界
を
感
じ
︑幸
せ
な
運
命
が

ひ
ら
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
︒

い
ざ
︑﹃
神
武
天
皇
の
ふ
る
さ
と
﹄ 

日
向
神
話
の
本
舞
台
へ
GO
！

〈 高千穂町 〉
国見ヶ丘のニニギノミコト

天孫降臨像

〈 日向市 〉
お舟出の地（美々津）の
神武天皇「おきよ丸」像

〈 延岡市 〉
笠沙の御碕の

ニニギノミコトとコノハナサクヤヒメ像

神武天皇のお舟出の地〈日向市美々津〉

臼杵智保郷（上高千穂）

阿蘇知保郷（下高千穂）
豊前国

豊後国

筑前国

筑後国

肥後国

薩摩国

大隅国

※律令時代の九州の国割図

日向国

肥前国

笠沙の御碕（愛宕山）
ニニギノミコトとコノハナサクヤヒメの
出逢いの聖地〈延岡市〉

ニニギノミコトの
北川陵墓参考地〈延岡市〉

天孫降臨の高千穂〈高千穂町〉
阿蘇山

祖母山

可愛岳二上山

日向神話の主な聖蹟位置図
--宮崎県北編--

各神社へカーナビやスマートフォンのマップを利用して移動する場合、
神社名が登録されていない神社があります。その場合は各神社の
紹介ページに記載された住所を入力し目的地を検索をしてください。

1

345

6

2

心をこめて参拝を！

神たび満願証明書は
31ページに 

掲載しています。

今山八幡宮〈延岡市〉
詳細は P18に掲載

高千穂神社〈高千穂町〉
詳細は P11に掲載

参拝日　　　　年　　　　月　　　　 日

神たび満願証明書

あなたは神たび33ヶ所巡りを
達成しましたので

その栄誉をたたえます。

令和　　　年　　　月　　　日

様

印

各神社へのアクセス

23



宮崎

熊本

鹿児島

大分

福岡

佐賀

長崎

日
向
神
話
の
本
舞
台
│
宮
崎
県
北
編
│

ひ
む
か

五ヶ所高原
三秀台

諸塚山
▲

二上山

エリアカラー凡例「日向神話」神たび三十三社巡り MAP
むかひ

御船

熊本

北熊本

益城熊本空港

阿蘇熊本空港

九州自動車道

九州中央自動車道

やまなみ
ハイウェイ

嘉島

国道57号

国道212号

国道442号

国道218号

国道218号

国道325号

国道325号

国道325号

国道445号

国道265号

国道265号

国道388号

国道327号

国道387号

国道265号

湯前町

西米良村

椎葉村

五ヶ瀬町

南阿蘇村

高森町

高千穂町

山都町

甲佐町

合志市

菊池市

大津町

南小国町
産山村

阿蘇市

波野

九州中央山地国定公園

小国町

水上村

②高千穂神社 - P11

④二上神社 - P12

⑥熊野鳴滝神社 - P13
阿蘇山

国見ヶ丘

天孫降臨の高千穂

⑩中畑神社 - P15

㉚国造神社 - P29

熊本県

宮崎県

㉙阿蘇神社 - P28

㉛上色見熊野座神社 - P29

33草部吉見神社 - P30

32幣立神社 - P30

⑪三ヶ所神社 - P16

⑫祇園神社 - P16

⑦祖母嶽神社 - P14

▲

津久見

佐伯

佐伯樫田

蒲江

蒲江
波当津

北浦

北川

延岡南

門川

北方

蔵田

竹田 朝地

犬飼

大野 千歳大野東

延岡

日向

都農

東九州自動車道

東九州自動車道

九州中央自動車道

須美江

臼杵
国道10号

国道57号

国道57号

国道10号

国道10号

国道10号

国道10号

国道442号

国道502号

国道502号

国道326号

国道218号

国道446号

国道326号

日
之
影
町 ▲行縢山

▲傾山
▲

祖母山

▲大崩山

可愛岳
▲

諸塚村

美郷町
日向市

門川町

延岡市

宇目町

東郷
耳川

五十鈴川

祝子川

五ヶ瀬川

竹田市

阿蘇くじゅう国立公園

豊後大野市

みえ

③天岩戸神社 - P12

⑨秋元神社 - P15

①槵觸神社 - P10

⑬岩井川神社 - P17
笠沙の御碕（出逢いの聖地）

神武天皇のお舟出の地

ニニギノミコトの北川陵墓参考地

ホオリノミコトの神さん山
美人の湯（温泉）

大分県

大分県

⑱行縢神社 - P20

⑰安賀多神社 - P20

㉑可愛神社 - P22

⑮今山八幡宮 - P18

⑲小山神社 - P21

㉒天神社 - P23

⑳櫛津神社 - P21

⑯春日神社 - P19

㉔安之神社 - P24

㉕立磐神社 - P25
㉖大御神社 - P26

㉗御鉾神社 - P27

㉘大御神社（細島） - P27

㉓門川神社 - P24

⑭早日渡神社 - P17

槵
觸
峯

⑧下野八幡大神社 - P14

⑤荒立神社 - P13

45
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社
神
觸
槵
①

社
神
穂
千
高
②

 

・
・
・

12

天
岩
戸
神
社

③

 

社
神
上
二
④

社
神
立
荒
⑤

社
神
川
井
岩
⑬

社
神
渡
日
早
⑭

社
神
愛
可
㉑

社
神
日
春
⑯

社
神
多
賀
安
⑰

社
神
津
櫛
⑳

穂
千
高

影
之
日

岡
延

※神社番号は冊子掲載順・数字は掲載ページ

国見ヶ丘の天孫降臨像〈高千穂町〉 二上山〈高千穂町・五ヶ瀬町〉

国見ヶ丘の雲海〈高千穂町〉

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

ア
マ
テ
ラ
ス

オ
オ
カ
ミ

ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ト
ヨ
ア
キ
ツ
シ

ヒ
メ
ノ
ミ
コ
トア

メ
ノ
オ
シ
ホ

ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

天
孫

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
海
幸
彦
）

【
日
向
三
代
】

【
日
向
三
代
】

【
日
向
三
代
】

ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ

（
日
向
で
の
后
）

イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ

ウ
ガ
ヤ

フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

ヒ
メ
タ
タ
ラ
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ

（
大
和
で
の
后
）

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト

（
初
代 

神
武
天
皇
）

ミ
ケ
イ
リ
ヌ
ノ

ミ
コ
ト

イ
ナ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

ワ
タ
ツ
ミ
ノ
オ
オ
カ
ミ

ヒ
コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
　
　
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト

ア
マ
ク
シ
ツ
オ
オ
ク
メ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ

ア
ソ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

ハ
ヤ
ミ
カ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト

カ
ム
ヤ
イ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

カ
ム
ヌ
ナ
カ
ワ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（
第
二
代 

綏
靖
天
皇
）

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

シ
オ
ツ
ツ
ノ
オ
ジ

（
事
勝
国
勝
長
狭
・
吾
田
邑
の
国
守
）

神武天皇即位後の系図

﹁
日
向
神
話
﹂神
た
び
の
舞
台
宮
崎
県
北
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
天
孫
降
臨
や
天
皇
家
の
初
代
神
武
天
皇
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
伝
わ
る

貴
重
な﹁
日
向
神
話
﹂の
聖
地
で
す
︒そ
の
聖
地
を
神
話
の
舞
台
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

ひ

む
か

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
か
ら

地
上
を
治
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
神
々
を
従
え

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
の
案
内
で

日
向
の
高
千
穂
の

﹁
く
し
ふ
る
た
け
﹂に

天
降
り
さ
れ
ま
し
た
︒

﹁
二
上
峯
﹂と
の
説
も
あ
り
ま
す
︒

ふ
た
が
み
の
た
け

㉖

 社
神
御
大

 

（
細
島
）

27

㉘

社
神
御
大

向
日

67



ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は
結
婚
し
︑

海
幸
彦
と
山
幸
彦︵
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
︶の
兄
弟
が
誕
生
し
ま
し
た
︒

寿
命
が
で
き
た
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
は
そ
の
後
︑崩
御
し

可
愛
山
陵
に
葬
ら
れ
ま
し
た
︒

山
幸
彦
は
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
と

結
婚
し
︑ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の

後
継
者
と
な
り
ま
し
た
︒

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）　
　
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

神
武
天
皇
　
　
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ

穂
千
高

穂
千
高

岡
延

岡
延

川
門

向
日

・
・
・

10

社
神
觸
槵
①

・
・
・

11

社
神
穂
千
高
②

 

・
・
・

11

社
神
穂
千
高
②

 

・
・
・

12

社
神
戸
岩
天
③

・
・
・

13

社
神
立
荒
⑤

・
・
・

13

社
神
滝
鳴
野
熊
⑥

・
・
・

18

宮
幡
八
山
今
⑮

・
・
・

14

社
神
嶽
母
祖
⑦

・
・
・

22

社
神
愛
可
㉑

・
・
・

20

社
神
縢
行
⑱

・
・
・

24

社
神
川
門
㉓

・
・
・

21

社
神
山
小
⑲

 

・
・
・

19

春
日
神
社

⑯

 

・
・
・

23

社
神
天
㉒

・
・
・

23

社
神
天
㉒

・
・
・

24

社
神
之
安
㉔

愛宕山からの眺め〈延岡市〉

神さん山〈延岡市〉

ホオリノミコト像〈延岡市〉

穂
千
高

穂
千
高

本
熊

岡
延

向
日

社
神
幡
八
野
下
⑧

・
・
・

14

社
神
穂
千
高
②

 

・
・
・

11

社
神
園
祇
⑫

・
・
・

16

社
神
元
秋
⑨

・
・
・

15

宮
幡
八
山
今
⑮

・
・
・

18

社
神
畑
中
⑩

・
・
・

15

社
神
津
櫛
⑳

・
・
・

21

社
神
蘇
阿
㉙

・
・
・

28

社
神
磐
立
㉕

・
・
・

25

社
神
造
国
㉚

・
・
・

29

社
神
鉾
御
㉗

・
・
・

27

社
神
立
幣
32

・
・
・

30

㉖

 社
神
御
大

・
・
・

26

社
神
座
野
熊
見
色
上
㉛

・
・
・

29

㉘

 

社（
細
島
）

神
御
大

・
・
・

27

33

社
神
見
吉
部
草

・
・
・

30

美々津 七ツバエ〈日向市〉

棚田の風景〈高千穂町〉

89

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
　
　
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
　
　
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ

ミ
ケ
イ
リ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
ヒ
コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト

タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
ハ
ヤ
ミ
カ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
笠
沙
の
御
碕︵
愛
宕
山
︶で
コ
ノハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
出
逢
い
︑

一
目
ぼ
れ
し
て
結
婚
を
申
し
込
み
ま
し
た
︒神
様
の
初
め
て
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
で
す
︒

父
の
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
の
許
し
を
得
て
︑二
人
は
結
婚
し
ま
し
た
︒

し
か
し
︑姉
の
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
と
の
結
婚
は
断
っ
た
た
め
︑ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
や

子
ど
も
た
ち
に
寿
命
が
で
き
ま
し
た
︒

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
案
内
し
て
き
た
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
は
︑

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
と
結
婚
し
︑

伊
勢
の
狭
長
田
の
五
十
鈴
川
の
上︵
日
向
市
︶に
到
り
ま
し
た
︒

神
武
天
皇
は
東
征
後
︑ふ
る
さ
と
の

臼
杵
智
保
郷
や
阿
蘇
知
保
郷

︵
今
の
高
千
穂
町
か
ら
阿
蘇
地
方
一
帯
︶に

兄
や
子
そ
し
て
孫
た
ち
を

勅
命
に
よ
り
帰
郷
さ
せ
︑

新
た
な
国
づ
く
り
を
進
め
さ
せ
ま
し
た
︒

こ
の
地
は﹁
神
武
天
皇
の
ふ
る
さ
と
﹂

そ
し
て﹁
天
孫
降
臨
の
高
千
穂
﹂な
の
で
す
︒

神
武
天
皇
と
兄
弟
た
ち
は

天
下
を
治
め
る
た
め

東
に
向
か
う
こ
と
を
決
意
し
ま
す
︒

日
向
の
高
千
穂
を
出
発
し
︑

美
々
津
か
ら
お
舟
出
し
ま
す
︒

そ
し
て
︑大
和
を
平
定
後
︑

都
を
ひ
ら
き
初
代
天
皇
と
し
て

即
位
さ
れ
ま
し
た
︒



天
孫
降
臨
の
槵
觸
峯

く
し
ふ
る
た
け

記
紀
神
話
の
高
千
穂
宮

槵
觸
神
社

く
し
ふ
る

た
か

ほ

ち

高
千
穂
神
社

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
降
臨
さ
れ
た「
久
士
布
流
多
氣

（
く
し
ふ
る
た
け
）（
日
本
書
紀 

槵
觸
峯
）」に
鎮
座
す
る

神
社
で
す
。古
く
は
山
そ
の
も
の
を
神
山
と
し
て
崇
め
て

い
ま
し
た
が
、元
禄
７
年（
１
６
９
４
）に
本
殿
が
造
営

さ
れ
、両
袖
周
囲
に
は
昇
龍
・
降
龍
を
は
じ
め
、支
那
二
十

四
孝
物
語
人
物
像
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。二
十
四
孝
は
古
代

中
国
の
親
孝
行
に
優
れ
た
2
4
人
の
物
語
で
、江
戸
期

に
は
寺
子
屋
の
教
材
、御
伽
草
子
等
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
御
祭
神
　
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

4
柱

記
紀
神
話
に
記
さ
れ
た「
高
千
穂
宮
」の
名
跡
を
継
ぐ

神
社
で
、続
日
本
後
紀（
８
４
３
）、日
本
三
代
実
録（
８
５
８
）

に
は
、天
孫
の
日
向
御
三
代
を
祭
祀
す
る
高
千
穂
皇
神
社

と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。後
に
、神
武
天
皇
の
兄
神
・

ミ
ケ
イ
リ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
ほ
か
十
柱
が
合
祀
さ
れ
、十
社
大

明
神
の
神
名
と
な
り
ま
し
た
。現
本
殿
は
五
間
社
流
造
で
、

国
の
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字三田井713　☎0982-72-2413（高千穂神社）

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字三田井1037　☎0982-72-2413

●
御
祭
神
　
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
　
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト

ミ
ケ
イ
リ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

13
柱

高天原遥拝所

四皇子峯

高
千
穂

高
千
穂

降臨された神々が天を懐か
しみ、高天原を遥拝された
処と伝えられています。イツセノミコト・イナヒノミコト・ミケイリ

ヌノミコト・カムヤマトイワレビコノミ
コト（神武天皇）の四皇子がお生まれに
なった処と伝えられています。

周辺PickUp情報

周辺PickUp情報道の駅 高千穂

巨大な神楽面モニュメントが目印です。
物産館では地元の農産物や食材を使った
加工品や工芸品が人気です。レストランで
は豊富なメニューが揃っています。

周辺PickUp情報

高千穂峡

約10万年前の阿蘇火山活動により噴出し
た火砕流が、五ヶ瀬川の浸食により出来
た渓谷で、ボートから見上げる真名井の滝
と柱状節理は迫力満点です。

周辺PickUp情報

高千穂の夜神楽

国指定無形民俗文化財で、高千穂地区の各集落で三十
三番の神楽を奉納しています。高千穂神社神楽殿では、
その中の代表的な神楽４番が公開されています。

周辺PickUp情報

天真名井

天孫降臨の時、アメノムラクモノミコトが天上の
天真名井の水種を移された井川（いご）と伝えら
れており、樹齢1300年の欅の根元から聖水が
湧き出ています。

皇祖発祥の聖地顕彰碑として
建立された石碑で、天孫降臨高
千穂説話を記した日向国風土
記逸文と万葉集の大伴家持古
歌が刻してあります。

周辺PickUp情報

周辺PickUp情報

高千穂町三田井 1296-5
☎0982-72-9123

夜神楽のお問合せは
一般社団法人 高千穂町観光協会
☎0982-73-1213

風土記・万葉の丘
高千穂碑

22 11

鬼
八
退
治
の
彫
刻

本
殿
回
廊
の
脇
障
子
は

ミ
ケ
イ
リ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト

が
、「
鬼
八
」を
退
治
し
た

と
い
う
伝
説
を
表
し
て

い
ま
す
。
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旧田原村役場跡

昭和３年に竣工され
た和洋折衷二階建て
の建造物です。

周辺PickUp情報

神社上宮の滝

一年を通じ、清水
が流れ落ちる滝が
絶景です。

周辺PickUp情報

天
岩
戸
隠
れ
の
舞
台

芸
能
と
縁
結
び
に
御
利
益

天
岩
戸
神
社

あ
ま
の
い
わ
と

あ
ら
た
て

荒
立
神
社

天
岩
戸
神
社
西
本
宮
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
が
お
隠
れ

に
な
っ
た
霊
蹟
天
岩
戸
を
斎
い
奉
る
神
社
で
、
拝
殿
背
後

の
断
崖
中
腹
に
天
岩
戸
が
あ
り
、
御
神
体
と
し
て
直
拝
さ

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
45
年（
１
９
７
０
）に
対
岸
の
氏
社

大
明
神
を
合
社
し
て
、
天
岩
戸
神
社
西
本
宮
・
東
本
宮
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ 

ほ
か 

7
柱

天
孫
降
臨
の
道
案
内
を
さ
れ
た
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
・

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
は
降
臨
の
後
に
、荒
木
で

宮
居
を
立
て
結
婚
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。荒
立

神
社
周
辺
は
、古
く
か
ら「
興
呂
木（
こ
う
ろ
き
）の
里
」

と
云
わ
れ
、興
梠（
こ
う
ろ
き
）氏
の
先
祖
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字岩戸1073ー1　☎0982-74-8239（8:30～17:00）

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字三田井667　☎0982-72-2368

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
　
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

神
山
二
上
山
を
祭
祀
す
る

神
武
天
皇
と
先
祖
神
を
祀
る

二
上
神
社

ふ
た  

が
み

く
ま 

の

な
る
た
き

熊
野
鳴
瀧
神
社

日
本
書
紀
・
日
向
国
風
土
記
逸
文
に
記
さ
れ
た
天
孫
降
臨

の
神
山
二
上
峯
を
祭
祀
す
る
神
社
で
、
醍
醐
天
皇
の
御
代

昌
泰
元
年
（
８
９
８
）
に
押
方
村
と
三
ケ
所
村
に
分
社
が

建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
に
は
、
祭
神

の
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
な
ど
の

彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
道
に
は
可
愛
ら
し
い

猿
の
阿
吽
石
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
　
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

古
く
は
熊
野
本
山
十
二
社
権
現
社
と
称
し
、そ
の
後

上
宮
の
熊
野
六
社
大
権
現
鳴
滝
宮
を
合
祀
し
て
い
ま
す
。

御
祭
神
は
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
ほ
か
11
柱
で
す
。参
道
に
樹
齢

６
０
０
年
の
国
指
定
天
然
記
念
物
「
田
原
の
イ
チ
ョ
ウ
」

が
あ
り
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字押方2375ー1　☎0982-83-1373

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町河内32ー2

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
　
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

9
柱

天安河原宮
永の内 八大龍王水神社

高
千
穂

高
千
穂

八百万の神々が集いて、天岩
屋戸を開くご相談をされた処
と伝えられ、窟一帯に積まれ
た祈願石が神秘的な雰囲気
を漂わせています。

霊験あらたかな水神社として
全国から多くの参拝者が訪れ
ています。八大龍王の生息地
と伝えられています。

二上山

男岳、女岳の二つの岳が一つに
なっていることから「二上山」
と呼ばれる高千穂町と五ヶ瀬町
にまたがる山です。

御
神
体

二十躰王宮社

御
神
体
で
あ
る
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
カ
ミ
と
ア
メ
ノ
ウ

ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
の
お
姿
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ニニギノミコトに伴
って降臨した20神を
祀っています。

周辺PickUp情報
周辺PickUp情報

周辺PickUp情報

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

66

55 33

44

周辺PickUp情報

本殿の彫刻

1213



山
幸
彦
夫
婦
を
祀
る

神
武
天
皇
の
孫
が
創
建

祖
母
嶽
神
社

そ

ぼ

だ
け

あ
き 

も
と

秋
元
神
社

祖
母
山
の
山
頂
に
鎮
座
す
る「
祖
母
嶽
大
明
神
」の
下
宮

で
す
。ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト（
山
幸
彦
）と
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
の

夫
婦
神
を
祀
る
神
社
で
、ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
の
宮
居
跡

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。祖
母
山
は
日
本
書
紀
一
書
に

記
さ
れ
た
天
孫
降
臨
の
神
山
・
添
山
峯（
そ
ほ
り
や
ま
の

た
け
）で
あ
り
、祖
母
嶽
大
明
神
下
宮
は
宮
崎
・
熊
本
・

大
分
県
の
八
方
に
八
社
が
あ
り
ま
す
。

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
　
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ 

ほ
か 

3
柱

修
験
道
の
霊
山
と
し
て
知
ら
れ
る
諸
塚
大
臼
山
の
麓
に

鎮
座
し
、古
く
は「
太
子
大
明
神
」と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

諸
塚
山
北
側
の
中
腹
に
は
禁
足
地「
太
子
ケ
窟
」が

あ
り
、入
る
と
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。神
武
天
皇
の
孫
タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
が

創
建
し
ま
し
た
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町五ヶ所1662

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字向山字小藪6781

ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

2
柱

神
武
天
皇
の
母
を
祀
る

神
武
天
皇
の
孫
を
祀
る

下
野
八
幡
大
神
社

し
も
　
の

は
ち 

ま
ん
だ
い

な
か 

は
た

中
畑
神
社

建
久
３
年
（
１
１
９
２
）、
岩
戸
山
裏
村
（
現
、
上
岩
戸
）

の
二
嶽
八
幡
を
高
千
穂
領
主
・
高
千
穂
太
郎
惟
元
が
勧
請

し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
阿
吽
仁
王
石
像
を

は
じ
め
、
那
須
大
八
郎
が
戦
勝
祈
願
し
た
と
い
う
「
逆
杉
」

や
樹
齢
８
０
０
年
の
国
指
定
天
然
記
念
物
「
イ
チ
ョ
ウ
」

「
ケ
ヤ
キ
」
等
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。
神
武
天
皇
の
母

タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ 

ほ
か  

4
柱

国
見
ケ
丘
の
麓
に
鎮
座
す
る
阿
蘇
神
社
の
外
宮
で
す
。
阿

蘇
神
社
の
祭
神
・
タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
が
丘
の
上
か

ら
祖
父
神
・
神
武
天
皇
の
故
郷
高
千
穂
を
国
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
を
国
見
ケ
丘
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
本
殿
は
天
保
13
年
（
１
８
４
２
）
造
営
の
三
間
社

総
檜
彩
色
の
流
造
で
、
向
拝
の
二
柱
に
昇
龍
・
降
龍
が

造
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町下野569

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

高千穂町大字押方中畑6417

タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト

祖母山（日本百名山）
五ヶ所高原 三秀台

高
千
穂

高
千
穂

神武天皇が東征中に暴風雨に襲われた
際、山峯に向かって手を合わせると、祖母
にあたるトヨタマヒメが現れ、海を鎮め
たことから「祖母山」と名を改めたと
云われています。標高1756m。

五ヶ所高原は、祖母・久住
・阿蘇の三峰を眺望でき
ることから、「三秀台」と
名付けられています。

パ
ワ
ー
が
宿
る
神
社

拝
殿
が
鬼
門
を
向
い

て
い
る
こ
と
か
ら
パ
ワ

ー
が
宿
る
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。

御
神
水

古
く
か
ら
御
神
水
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
る
、

深
い
山
々
を
源
と
す
る

湧
き
水
で
す
。

逆
杉
（
さ
か
さ
す
ぎ
）

那
須
大
八
郎
が
勝
利
を

祈
願
し
て
杉
の
穂
を
逆
さ

に
挿
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

周辺PickUp情報

上野（かみの）神社

紀州熊野から勧請されたと伝えられ、
「熊野神社」と称し、その後近隣の小社
を合祀して「上野神社」と改称しました。
神武天皇と先祖神を祀っています。本殿
裏にカヤの木の古木があります。

周辺PickUp情報

国見ヶ丘の雲海

雲海の見頃は秋の早朝で、快晴無風の
冷え込んだ日に見られます。まるで大海原
を見るような風景です。

周辺PickUp情報

周辺PickUp情報

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
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本
殿
の
精
巧
な
彫
刻

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
滞
在
の
地

三
ヶ
所
神
社

さ
ん 

が 

し
ょ

い
わ 

い 

が
わ

岩
井
川
神
社

男
岳
・
女
岳
の
二
つ
の
頂
を
持
つ
天
孫
降
臨
の
二
上
山
の

山
岳
信
仰
を
伝
え
る
古
社
で
、山
頂
付
近
に
奥
宮
が
あ
り

ま
す
。山
が
高
く
険
し
い
た
め
、里
か
ら
祀
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。本
殿
は
文
政
元
年

（
1
8
1
8
）に
建
立
さ
れ
三
間
流
れ
造
り
で
す
。毎
年

９
月
の
最
終
日
曜
日
に
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る「
荒
踊
」は

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
　
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
ほ
か 

2
柱

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
高
千
穂
に
降
臨
し
た
の
ち
、笠
沙
の

御
碕
に
向
か
う
際
こ
の
地（
青
木
原
・
檍
原
）に
留
ま
っ
た

こ
と
か
ら
大
日
止
と
名
付
け
ら
れ
、そ
の
後
、大
人（
お
お

ひ
と
）と
改
め
ま
し
た
。明
治
4
年
に
付
近
の
小
社
を

合
祀
し
て
岩
井
川
神
社
と
な
り
ま
し
た
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

五ヶ瀬町大字三ヶ所8736　☎0982-82-1513

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

日之影町岩井川2422-1

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ 

ほ
か 

４
柱

神
武
天
皇
の
兄
を
祀
る

天
孫
降
臨
伝
承
が
伝
わ
る

祇
園
神
社

ぎ 

お
ん

は
や 

ひ  

と

早
日
渡
神
社

第
29
代
欽
明
天
皇
の
と
き
、
疫
病
や
厄
難
消
除
の
祈
願

守
護
神
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
祇
園
社
と
称
し
、

昭
和
10
年
に
祇
園
神
社
と
改
称
し
ま
し
た
。拝
殿
に
は
、

不
思
議
な
光
の
写
真
が
多
数
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
武

天
皇
の
兄
、
イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト
ほ
か
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

10
柱

古
歌
に
「
カ
タ
ム
ラ
ノ
、
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
ネ
ニ
、
ア
マ
ク

ダ
ル
、
ア
マ
ツ
カ
ミ
ノ
、
ス
メ
ル
コ
ノ
サ
ト
」
と
あ
り
、

速
日
の
峯
か
ら
後
に
早
日
渡
村
に
遷
座
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
速
日
の
峯
に
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
も
し

く
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
の
降
臨
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

五ヶ瀬町鞍岡6066　☎0982-83-2008

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市北方町早日渡巳259　☎0982-48-0721

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

14
柱

五
ヶ
瀬

日
之
影

延
岡

五ヶ瀬ハイランドスキー場

日本最南端の天然スキー場です。
毎年多くのスキーヤー・スノー
ボーダーが訪れます。

大人神社

岩井川神社と同じく、ニニギ
ノミコトがこの地に留まった
事から「大人」と云われるよう
になりました。例大祭では、
大人歌舞伎が奉納されます。

三ヶ所神社 奥宮

二上山男岳の９合目の
岸壁の下にあります。

周辺PickUp情報

本
殿
の
彫
刻
　

主
要
部
分
が
１
本
の
ケ
ヤ
キ

で
作
ら
れ
た
総
欅
作
り
で
、

竜
、
虎
、
唐
獅
子
、
麒
麟
、

鳳
凰
、海
馬
な
ど
の
精
巧
な

彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

周辺PickUp情報

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

四億年の雫 妙見神社

古くから「授乳の神水」と
伝えられ、平成の名水百選
にも選ばれています。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

道の駅 青雲橋

日之影町のシンボル青雲橋
のたもとにあり、地元の野菜、
加工品が販売されています。
レストランも充実しています。

周辺PickUp情報

道の駅北方よっちみろ屋

新鮮な地どれの特産品、郷土料理や
様々な加工品などが豊富に揃ってい
ます。食事や休憩、買い物にどうぞ。

日之影町七折 8705-12
☎0982-87-2491

延岡市北方町早日渡巳 175-1
☎0982-48-0808

周辺PickUp情報

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

1414

1313 1111

1212

1617



延
岡
領
内
守
護
の
神
社

天
孫
降
臨
の
随
神
を
祀
る

今
山
八
幡
宮

い
ま
や
ま

か
す   

が

春
日
神
社

延
岡
の
市
街
地
を
一
望
す
る
今
山
の
中
腹
に
鎮
座
し
ま
す
。

孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
2
年（
７
５
０
）、豊
前
国
宇
佐

八
幡
宮
を
勧
請
し
ま
し
た
。当
山
は「
今
盛
ん
な
る
山
」と

云
う
こ
と
か
ら
、社
号
を「
今
山
」と
改
め
、「
今
山
八
幡
宮
」

と
称
し
、歴
代
領
主
の
祈
願
領
内
守
護
の
神
社
と
さ
れ
繁
栄

し
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
大
社
と

し
て
尊
崇
を
集
め
て
い
ま
す
。神
武
天
皇
の
母
タ
マ
ヨ
リ

ヒ
メ
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ン
ダ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
　
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ

イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
　
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
ほ
か 

10
柱

愛
宕
山（
笠
沙
の
御
碕
）の
麓
に
あ
る
神
社
で
す
。養
老

2
年（
7
1
8
）に
守
護
大
神
大
納
言
惟
資（
こ
れ
す
け
）が

社
殿
を
建
立
し
、春
日
大
明
神
と
名
付
け
、歴
代
藩
主
か
ら

厚
い
尊
崇
を
受
け
て
い
ま
す
。コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が

桜
の
化
身
で
あ
る
こ
と
に
因
み
、大
鳥
居
下
の
道
路
か
ら

愛
宕
山
登
山
道
は
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、春
に
は
満
開

の
桜
で
彩
ら
れ
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市山下町1丁目3875　☎0982-21-4525

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市恒富町4丁目207　☎0982-32-2520

延
岡

延
岡

天保10年（1839）に流行った疫病を封じるために
高野山金剛峰寺から弘法大師像を勧請し大師庵
を建立しました。昭和32年には高さが17メートル
で日本一の弘法大師の銅像が建立されました。

周辺PickUp情報

高さ日本一の弘法大師像

九州三大春祭「延岡大師祭」

紀元前220年頃、秦の始皇帝
の命を承けた徐福が、蓬莱山
にあるという不老不死の薬草
を求めて中国から渡海してき
たと伝えられています。

周辺PickUp情報

徐福伝説

領主の有馬直純の妻
で、徳川家康のひ孫で
もある日向御前が、女
人禁制を破って登山し
奉納した鳥居の笠木が
今も残っています。

周辺PickUp情報

極天さん（愛宕山山頂）

宮崎県で唯一の清酒
専門蔵です。清流
五ヶ瀬川の伏流水で
醸し出す清酒は数々
の賞に輝いています。
延岡市大瀬町２-１-８
☎0982-32-2024

周辺PickUp情報
千徳酒造

●
御
祭
神
　

ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト

タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

7
柱

●
御
祭
神
　

今
山
恵
比
寿
神
社

今
山
八
幡
宮
の
末
社
で
博
多
、
若
松
と
並
び

「
九
州
三
大
恵
比
寿
神
社
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
2
月
10
日
と
11
日
に
は
「
十
日
え
び
す
」
が

開
催
さ
れ
、
商
売
繁
盛
・
航
海
安
全
を
祈
願

す
る
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

日
本
一
の
石
段

参
道
の
1
3
7
段
の
階
段
は
一
段
一
本
の
御

影
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、
他
に
類
を
み
な
い

「
日
本
一
石
段
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニニギノミコトがコノハナサクヤヒメに出逢い、
日本で初めてプロポーズした出逢いの聖地
です。ニニギノミコト降臨の道案内をした
サルタヒコノカミの碑もあります。「日本夜景
100選」「日本夜景遺産」「日本百名月」に認定
されている観光名所でもあります。

周辺PickUp情報

愛宕山 笠沙の御碕公園
～出逢いの聖地～

昭和15年に皇紀2600年を
祝い建立されました。

慶長年間に現在の城山か
ら愛宕山（笠沙山）に移さ
れました。

周辺PickUp情報

笠沙の御碕石碑（愛宕山）

周辺PickUp情報

愛宕神社

楠
の
御
神
木

御
社
殿
両
脇
に
そ
び
え
る
御
神

木
の
大
楠
は
、
樹
齢
8
5
0
年

以
上
で
県
の
巨
樹
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

1616 1515

今山大師本堂
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延
岡
往
古
の
地
名
「
ア
ガ
タ
」
が
残
る

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
祀
る

安
賀
多
神
社

あ

が

た

こ

や
ま

小
山
神
社

養
老
元
年（
7
1
7
）今
山
の
地
に
勧
請
さ
れ
、

神
明
宮
と
称
し
ま
し
た
。そ
の
後
、兵
火
に
遭
い

焼
失
し
ま
し
た
が
、寛
永
元
年（
1
6
2
4
）に

延
岡
領
主
有
馬
氏
が
現
在
の
地
に
再
興
し
ま

し
た
。県
北
唯
一
の
神
明
造
の
本
殿
を
有
し
ま
す
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ 

ほ
か 

6
柱

養
老
2
年
（
7
1
8
）、
紀
州

熊
野
権
現
の
分
霊
を
歓
請
し
て

創
建
さ
れ
、
以
来
、
歴
代
延
岡

領
主
に
尊
崇
さ
れ
ま
し
た
。
境

内
に
は
「
子
宝
の
石
」
が
あ
り

安
産
や
子
授
け
に
御
利
益
が

あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市古川町327

奇妙な顔形の狛犬 夫婦杉

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市尾崎町4365

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
　
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ 

ほ
か 

7
柱

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
を
祀
る神

武
天
皇
潮
待
ち
の
聖
地

行
縢
神
社

む
か 

ば
き

く
し
つ

櫛
津
神
社

養
老
２
年
（
7
1
8
）
に
創
建
さ
れ

ま
し
た
。
奇
妙
な
顔
形
の
狛
犬
や
、

樹
齢
3
0
0
年
の
夫
婦
杉
、
軒
下
の

見
事
な
彫
刻
な
ど
、
象
徴
的
な
シ
ン

ボ
ル
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
中
で
も

「
鉄
鰐
口
」
は
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
　
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ 

ほ
か 

24
柱

「
天
孫
降
臨
」の
先
導
を
し
た
ア
マ
ク
シ
ツ

オ
オ
ク
メ
ノ
ミ
コ
ト
が「
櫛
津
」の
由
来
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。神
武
天
皇
は
東
征
の
際
に

こ
の
地
で
潮
の
変
わ
り
を
待
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市行縢町748ーロ　☎0982-39-0219

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市櫛津町3515ーイ

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

ア
マ
ク
シ
ツ
オ
オ
ク
メ
ノ
ミ
コ
ト

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

行縢山・行縢の滝宮崎ひでじビール

標高829.９m、雄岳と雌岳間から流れ
落ちる「矢筈の滝（高さ76.６m）」は
「日本の滝100選」に選ばれています。

また、「行縢（むかばき）」の名前は騎馬する時の、すね当て
である行縢に形が似ているからだと云われています。

麦芽100％で行縢山の
天然水を使用したクラ
フトビールは、世界の
コンテストで金賞を受賞

するなど高い評価を受けています。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

天下（あもり）神社

社地に大型前方後円
墳があります。宗祖諸
神が初めて「天下り」
になった場所と云われ
ています。

周辺PickUp情報

大貫（おおぬき）神社

社地は前方後円墳で、本殿
は後円部に建てられて
います。大貫の旧名称は
皇之城（おうのき）が転訛
したと云われています。

周辺PickUp情報

祝子川の上流、大崩山
（おおくえやま）近く
にありホオリノミコ
トが幼少期を過ご
した岩屋と云われて
います。

周辺PickUp情報

神さん山

延
岡

延
岡

佐藤焼酎製造場

祝子川の下流に
ミュージアムのよ
うに洗練された
デザインの焼酎

製造所があります。米や芋、栗など豊富な
種類の焼酎があります。
延岡市祝子町2388-1　☎0982-33-2811

周辺PickUp情報

祝子川温泉 美人の湯

祖母傾国定公園内の名峰「大崩山」の麓に
ある天然温泉で、露天風呂からは雄大な大崩
山を望めます。泉質が良く「美人の湯」と云わ
れています。
北川町川内名10358-10　☎0982-23-3080

2020

1919

1818

1717

延岡市行縢町747-58　☎0982-39-0090

周辺PickUp情報

子宝の石

2021



ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
祀
る

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
祀
る

可
愛
神
社

え

の

て
ん天

神
社

可
愛
岳（
標
高 

7
2
7
.
７
m
）東
麓
に
鎮
座
す
る
社
で
、

第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
に
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。参
拝
路
が
険
し
い
こ
と
か
ら
現
在

の
可
愛
の
里
へ
社
殿
を
遷
座
し
ま
し
た
。寛
政
４
年

（
1
7
9
2
）に
尊
皇
思
想
家 

高
山
彦
九
郎
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

2
柱

棟
札
に
よ
れ
ば
歴
代
延
岡
領
主
に
よ
り
社
殿
の
再
建

が
お
こ
な
わ
れ
て
、
領
主
領
民
が
厚
く
尊
崇
す
る

社
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市北川町大字長井6495-乙

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

延岡市北川町大字長井6751-1

延
岡

延
岡

ニニギノミコトの御陵として、
宮内省は明治28年（1895）に
「御陵墓伝説地」として治定
され、大正15年（1926）に
「北川陵墓参考地」と改称
されました。

周辺PickUp情報

可愛山陵（えのさんりょう）
御
陵
前
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
像

〜
時
空
を
超
え
た

　
　
出
会
い
の
聖
地
〜

日本書紀には、ニニギノミコトは「筑紫
の日向の可愛（え）の山陵に葬りまつる」
と記されています。「可愛」と書いて
「え」と読む山は日本で唯一です。

周辺PickUp情報

可愛岳（えのたけ）

明治10年の西南戦争和田越えの決戦に敗れた西郷隆盛は北川町
俵野の児玉邸に宿陣しましたが、政府軍はなぜか攻撃しませんでし
た。西郷はこの隙をつき、可愛岳を越えて鹿児島へ帰ることが
できました。後に、宿陣地のすぐ裏に天皇家の祖先神ニニギノ
ミコトの御陵があったため、政府軍が攻撃をためらったことが
判明しました。西郷はニニギノミコトに助けられたのです。

延岡市北川町長井6727　☎0982-46-2960

周辺PickUp情報
西郷隆盛宿陣跡資料館

九州 No.1 海水浴場である下阿蘇ビーチが目の前に
あり、物産館には北浦エリアの水産加工品、敷地
内でつくられる「月の塩」などがならび、レストラ
ンでは地獲れの新鮮な海の幸が味わえます。

延岡市北浦町古江 3337-1　☎0982-45-3811

周辺PickUp情報

周辺PickUp情報

道の駅 北浦

●
御
祭
神
　

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ 

ほ
か 

2
柱

●
御
祭
神
　

十代屋敷（北川町）

可愛山陵俸祭のために、
十代祟神天皇・十一代
垂仁天皇の御使が参向
された時、仮宿泊所とさ
れた場所です。現在は、
成就寺が建っています。

周辺PickUp情報

竹谷神社（大峡町）

ニニギノミコトが

祀られています。無病

息災、夫婦円満などに

ご利益があるとされ、

大峡神楽が奉納されている神社です。

東九州自動車道北川ＩＣより0分。延岡・宮崎・南九州
の玄関口として魅力満載の道の駅です。地元高校との
コラボスイーツ、地元銘菓、地場産品などが広々と
した館内に並んでいます。郷土料理やテイクアウト
メニューも充実しています。

延岡市北川町長井5751-１　☎0982-24-6006

周辺PickUp情報
道の駅 北川はゆま

2222 2121

2223



サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
を
祀
る

神
武
天
皇
東
征
祈
願
の
神
社

門
川
神
社

か
ど
が
わ

た
て
い
わ

立
磐
神
社

天
孫
降
臨
の
道
案
内
を
し
た
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ

を
祀
る
神
社
で
す
。享
禄
3
年（
1
5
3
0
）に
大
将

軍
神
社
と
し
て
勧
請
さ
れ
、明
治
3
年
に
諸
社
を

合
祀
し
門
川
神
社
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。門
川
湾
を

望
む
高
台
に
あ
り
、素
晴
ら
し
い
眺
望
で
す
。

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ 

ほ
か 

12
柱

境
内
に「
神
武
天
皇
御
腰
掛
岩
」

が
あ
り
、神
武
天
皇
は
こ
の
岩

に
腰
か
け
、軍
船
艤
装
や
航
海

訓
練
の
指
揮
を
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

門川町大字門川尾末1728ー1　☎0982-63-3479

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

日向市美々津3419　☎0982-58-1638

神
武
天
皇
・
住
吉
三
神

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
を
祀
る

安
之
神
社

や
す
の

天
孫
降
臨
後
、ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
と

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
は
夫
婦
に
な
り
、

「
伊
勢
の
狭
長
田
の
五
十
鈴
川
の
上（
日
向
市
）」

に
至
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

シ
オ
ツ
ツ
ノ
オ
ジ 

ほ
か 

2
柱

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

日向市日知屋7310

門
川

日
向

日
向

御鉾ヶ浦と比良夫貝

サルタヒコノカミが手を挟まれ溺
れ死んだと云われている比良夫貝
が生息している貴重な内海です。

枇榔島（ビロウジマ）

国指定の天然記念物で
絶滅危惧種のカンムリ
ウミスズメ 世界最大の
繁殖地です。

周辺PickUp情報
五十鈴川

伊勢神宮に流れる五十鈴川と並び
日本に２つしか無い名称の川です。
サルタヒコノカミが、ニニギノミコ
トを案内した後、アメノウズメノミ
コトと至った川と云われています。

周辺PickUp情報

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

おきよ祭り

早朝に急遽出発が決まり、「起きよ」
と言って住民が近所中の人々を
起こして回ったとの言い伝えから
「旧暦8月1日おきよ祭り」が行われ
ています。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

美々津の町並み
（立縫いの里）

「立縫地区」の地名は、神武天皇の出帆が早まり、
天皇の衣のほころびを立ったまま縫ったという
伝承に由来しています。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

日本海軍
発祥之地記念碑

神武天皇が美々津か
ら水軍を率いて舟出
したことから「日本海
軍発祥の地」として、
建立されました。伝承
にちなみ、高さ 12.6m
の大きな波が彫られて
います。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

サーフィンの海

金ケ浜、小倉ヶ浜は全国屈指の
サーフィンのメッカで、全国から
サーファーが訪れています。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

比
良
夫
貝

国の重要伝統的建造物群保存地区

神武天皇御腰掛岩

2525

2424

2323

2425



日
向
の
お
伊
勢
さ
ま

神
武
天
皇
の
鯨
退
治

大
御
神
社

お
お 

み

お
お 

み

み
　 

ほ
こ

御
鉾
神
社

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
遊
行
中
に
神
座（
さ
ざ
れ
石
）か
ら
大

海
原
を
眺
望
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、神
武

天
皇
は
東
征
の
際
、こ
の
地
に
上
陸
さ
れ
、武
運
長
久
と

航
海
安
全
を
御
祈
願
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
明
造
り
の
建
物
と
、波
が
打
ち
つ
け
る
柱
状
岩
と
が

独
特
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ

港
の
神
で
あ
る
ハ
ヤ
ア
キ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
ほ
か
2
柱
を

祀
る
神
社
で
す
。神
武
天
皇
は
美
々
津
か
ら
東
征
に
出
発

し
た
際
、途
中
に
立
ち
寄
っ
た
島
で
、漁
民
を
悩
ま
せ
て

い
た
大
鯨
を
鉾
で
退
治
さ
れ
、そ
の
鉾
を
島
に
立
て
て

置
か
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、こ
の
島
は「
鉾
島
」と
呼
ば
れ
、

い
つ
し
か「
細
島
」と
云
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

神
社
境
内
に
神
武
天
皇
が
鉾
を
立
て
た
場
所
な
ど
の
足
跡

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

日向市日知屋1　☎0982-52-3406

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

日向市細島308-1

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

日向市細島123-1

伊
勢
神
宮
と
同
じ
神
を
祀
る

大
御
神
社（
細
島
）

細
島
港
を
一
望
す
る
細
島
伊
勢
地
区
に
あ
る
神
社

で
、
伊
勢
神
宮
と
同
じ
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
の
山
側
の
地
区
名
は
「
宮
の
上
」、
海
側

の
地
区
名
を
「
伊
勢
」
と
呼
び
、
神
話
の
舞
台
を

彷
彿
さ
せ
る
地
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ

ト
ヨ
ウ
ケ
ノ
カ
ミ

●
御
祭
神
　

大御神社の東側に隣接する神社で、
御社の前から入口を眺めると昇り龍
の姿を見ることができます。

鵜戸神社の昇り龍

●
御
祭
神
　

ハ
ヤ
ア
キ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

ハ
ヤ
ア
キ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

1
柱

●
御
祭
神
　

さ
ざ
れ
石
群
の
神
座

日
本
最
大
級
の
さ
ざ
れ
石
群
で
す
。ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
が
大
海
原
を
眺
望
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

龍
の
霊
（
玉
）

5
0
0
0
年
前
の
古
代
遺
跡
で
、

渦
巻
状
の
壁
面
は
「
龍
」
を
、

卵
型
の
さ
ざ
れ
石
は
「
龍
の

卵
」
を
表
し
、
当
時
の
龍
神

信
仰
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

三
重
ね
の
巨
石

艫
綱
繋
石

（
と
も
づ
な
つ
な
ぎ
い
し
）

神
武
天
皇
が
鉾
を
立
て
た

場
所
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
武
天
皇
の
舟
の
艫
綱

を
繋
ぎ
と
め
た
石
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。

願いが叶う
クルスの海

岩礁の大きな裂け目が
「叶」の文字に見える
ことから願いが叶うと
伝えられています。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

馬ヶ背

岬全体の形が馬の背に
似ていることから名付け
られた絶景ポイントです。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

日
向

日
向

2828

2727 2626

まちの駅 とみたか

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

JR 日向市駅構内にあり、地場産品やひょっとこ
関連のグッズが揃っています。またレンタサイ
クルもあり日向市観光の拠点となっています。

日向市上町1-19　☎0982-54-4228

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

2627



神
武
天
皇
の
孫
夫
婦
を
祀
る

神
武
天
皇
の
曾
孫
夫
婦
を
祀
る

阿
蘇
神
社

あ
　
そ

こ
く 

ぞ
う

国
造
神
社

全
国
的
に
珍
し
い
横
参
道
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。孝
霊
天
皇
9
年（
紀
元
前
2
8
2
）に

創
立
と
伝
え
ら
れ
、御
祭
神
十
三
柱
の
う
ち
、タ
ケ
イ
ワ

タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト（
神
武
天
皇
の
孫
）、ア
ソ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
、

ハ
ヤ
ミ
カ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト（
神
武
天
皇
の
曾
孫
）の
三
柱
の

御
陵
墓
と
云
わ
れ
る
古
墳
が「
中
通
古
墳
群
」に
点
在
し
て

い
ま
す
。十
一
世
紀
以
降
は
肥
後
国
の
総
鎮
守
神
と
し
て

広
く
尊
崇
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

11
柱

初
代
阿
蘇
国
造
ハ
ヤ
ミ
カ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト
を
主
祭
神

と
し
、御
妃
、御
子
息
の
合
わ
せ
て
４
柱
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。『
肥
後
国
誌
』に
よ
る
と
景
行
天
皇

18
年

（
西
暦
88
）に
神
社
を
修
造
し
祭
典
を
整
え
た
と
あ
り
、

熊
本
県
で
最
も
古
い
神
社
の
ひ
と
つ
で
す
。

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

熊本県阿蘇市一の宮町宮地3083ー1　☎0967-22-0064

左から一の宮、三の宮、二の宮と並んでいます

左から一の宮、三の宮、二の宮と並んでいます

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

熊本県阿蘇市一の宮町手野2110　☎0967-22-0064（阿蘇神社）

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

熊本県阿蘇郡高森町上色見2619

神
武
天
皇
の
孫
を
祀
る

か
み
し
き 

み 

く
ま 

の 

い
ま
す

上
色
見
熊
野
座
神
社

紀
伊
熊
野
三
山
の
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
の
二
柱
の
大
神
と
タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
熊
本
県
出
身
の
漫
画
家
で
夏
目
友
人
帳
の

著
者「
緑
川
ゆ
き
」氏
の
原
作
ア
ニ
メ
映
画「
蛍
火
の
杜
へ
」

の
舞
台
と
な
っ
た
神
社
で
す
。

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
（
石
君
大
将
軍
）

●
御
祭
神
　

●
御
祭
神
　

ハ
ヤ
ミ
カ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

3
柱

●
御
祭
神
　

阿
蘇
神
社
楼
門

神
武
天
皇
の
孫
夫
婦
の
御
陵
墓

熊
本
地
震
後
に
再
建
さ
れ
た
拝
殿

鹿
島
神
社
、
筥
崎
宮
と
並
び「
日
本
三
大
楼
門
」

の
一
つ
と
云
わ
れ
て
お
り
、
白
木
の
総
欅
造
り

の
見
事
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
野
の
大
杉

ハ
ヤ
ミ
カ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

の
お
手
植
え
の
神
杉
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
の
「
神
の
泉
」

境
内
の
水
は
「
神
の
水
」
と

呼
ば
れ
、
不
老
長
寿
の
水
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

門前町水基巡り

門前町は飲食店や土産店
が立ち並び、また 36ヶ所
の水飲み場を巡る「水基
巡り」ができます。

周辺PickUp情報周辺PickUp情報

熊
本

熊
本

穿
戸
岩（
う
げ
と
い
わ
）

タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト

に
追
わ
れ
た
鬼
八
法
師
が

山
ひ
だ
を
蹴
破
っ
て
逃
げ

た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

3131

3030 2929

イ
ワ
ギ
ミ
タ
イ
シ
ョ
ウ
グ
ン

2829



神
武
天
皇
の
孫
ゆ
か
り
の
神
社

弊
立
神
社（
神
宮
）

へ
い
た
て

神
武
天
皇
の
孫
の
タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
が

幣
帛
（
へ
い
は
く
）
を
立
て
て
天
津
神
・
国
津
神
を

祀
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
延
喜
年
間
（
9
0
1
〜

9
2
3
）
阿
蘇
大
宮
司
友
成
が
神
殿
を
造
営
し

伊
勢
両
宮
を
祀
り
幣
立
社
と
号
し
ま
し
た
。

カ
ム
ロ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

カ
ム
ロ
ミ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

15
柱

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

熊本県上益城郡山都町大野712　☎0967-83-0159

参拝日　　　　年　　　　月　　　　日

熊本県高森町草部2175

●
御
祭
神
　

3333
神
武
天
皇
の
御
子
を
祀
る

草
部
吉
見
神
社

く
さ
か
べ
よ
し 

み

神
武
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
ヒ
コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト
は
神
武

69
年（
紀
元
前
5
9
2
）草
部
に
入
ら
れ
、池
の
大
蛇
を

退
治
し
て
宮
居
を
定
め
ら
れ
ま
し
た
。宮
居
の
館
は

草
を
束
ね
て
壁
と
し
た
事
か
ら
こ
の
地
方
を
草
部
と
呼
び

ま
す
。本
殿
の
創
建
は
孝
霊
3
年（
紀
元
前
2
8
8
）で
、

様
式
は「
流
造
り
」で
す
。

ヒ
コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト 

ほ
か 

11
柱

●
御
祭
神
　

熊
本

御
神
木
と

五
百
枝
杉（
い
お
え
す
ぎ
）

御
神
木
の
ヒ
ノ
キ
は
「
万

世
一
系
の
天
神
木
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
参
道
沿

い
に
は
「
五
百
枝
杉
」
な

ど
の
古
木
が
並
び
ま
す
。

三
宮

「
持
統
天
皇
」
の
宮
、「
ミ

ズ
ハ
ノ
メ
ノ
カ
ミ
と
ヒ

コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト
」
の
水

神
宮
、「
應
神
天
皇
と
タ
ケ

イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
」の

三
宮
が
拝
殿
裏
に
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

神たび満願証明書

あなたは神たび33ヶ所巡りを
達成しましたので

その栄誉をたたえます。

令和　　　年　　　月　　　日

様

印
日
本
三
大
下
り
宮

鳥
居
よ
り
石
段
を
百
数
十

段
下
っ
た
所
に
社
殿
が
鎮

座
し
て
お
り
、
鵜
戸
神
宮

（
宮
崎
県
日
南
市
）、
一
之
宮

貫
前
神
社
（
群
馬
県
富
岡

市
）
と
並
び
日
本
三
大
下
り

宮
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト

御
陵
墓

社
殿
の
東
方
に
石
の
玉
垣
で

囲
ま
れ
た
ヒ
コ
ヤ
イ
ノ
ミ
コ
ト

の
御
陵
墓
が
あ
り
ま
す
。
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